補助金利用に関する確認書
発注者である〇〇様（以下「甲」といいます。）と受注者である△△△△株式会社（以下「乙」といいます。）との間において，●●●●年●月●日付で締結した下記内容の工事請負契約（付随する追加変更工事請負契約等を含み，以下「本件契約」といいます。）に関して，先進的窓リノベ事業にかかる補助金（以下「本件補助金」といいます。）を利用するにあたり，乙から以下の事項の説明を受け，了承しましたので，本書の末尾に署名・押印いたします。

記
　　　　工事場所　〇〇
　　　　工 事 名　〇〇
１　以下の事情等により本件補助金の交付が受けられない場合があること。
（1） 本件補助金の予算額を超える申請があり，公募締め切り前に受付が終了した場合
（2） 本件契約に基づき建築する物件について，甲の要望，予算，行政等の指示又は地形的条件等により仕様の変更が生じるなどしたことにより，本件補助金交付の要件を充足しなくなった場合
（3） 現在，ウッドショック・半導体ショック・ウクライナ等の情勢により，世界的な資材価格高騰等に伴い，日本国への著しい木輸入量の減少，輸入の遅延等が生じている情勢にあり，これらに伴う工事材料等の納品の遅延等によって，材種変更等の設計・工事内容の変更又は工期の遅延が生じるなどした結果，補助金交付要件を充足しなくなった場合
（4） 国が実施する補助事業における補助金の確定通知書の交付が年度内（３月末日）までになされず，各市町村が実施する補助金申請要件が満たされないため，補助金交付がなされない場合
（5） その他甲の責めに帰すべき事由による場合
２　本件補助金の対象商品の現場納品に著しく長期の期間がかかっている事を乙は甲に説明した上で，甲は，工事着工前に，補助金交付申請が打ち切られる場合があることを理解の上，甲乙間の請負契約を締結するものであり，同理由により補助金交付が受けられなかったとしても甲は乙に一切の責任を追及できない。
３　理由の如何を問わず本件補助金の交付が受けられない場合，同補助金を本件契約の代金の一部に充当することができなくなるため，甲は，乙に対して，同補助金相当額の代金を乙の指定する時期・方法により支払う必要があること。

以上

　　　　年　　月　　日
発注者（甲）住　所

氏　名　　　　　　　　　　　　　　　　　㊞
